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1.  エグゼクティブサマリー
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2026年12月期第2四半期累計 業績
1.  エグゼクティブサマリー

営業収益

前年同期比 ▲3.4%

億円7.68

■業績ハイライト

営業利益

前年同期比 ▲29.8%

億円0.58
経常利益

前年同期比 +1.7%

億円0.81
中間純利益

前年同期比 ‒
（2.37億円増）

億円0.67

01 事業別動向
・広告代理店業：前年同期比 ▲5%

■進捗サマリー

・ソフトバンク株式会社との協業：前年同期比 ▲2.9%

・広告媒体からの受託業務：前年同期比 +9.3%

02 KPI
・クライアント1社当たり営業収益：前年同期比 ＋0.06pt

・1社員当たり営業収益：前年同期比 ▲0.06pt

・営業生産性：前年同期比 ▲0.06pt

03 取組進捗
・社内AI活用推進：広告運用オペレーションに係る入稿

業務や広告クリエイティブ制作業務を中心にAX推進中。

・ガバナンス強化：2026年6月に開示した改善報告書に
準拠し、ガバナンス強化に向けて計画通り進捗中。

エグゼクティブサマリー
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2.  決算概要
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前第2四半期比(累計)
2.  決算概要

営業収益・経常利益は前年対比でほぼ同等水準での進捗であるものの、
営業利益は昨年対比 約30%減少

(百万円) 2025年12月期
第2四半期(累計)

2026年12月期
第2四半期(累計) 増減 増減率

営業収益（売上高） 795 768 △26 △3.4％

営業利益 82 57 △24 △29.8％

経常利益 80 80 +1 +1.7％

当期純利益 △170* 67 +236 ー％

前第2四半期比(累計)
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営業利益（年間、四半期(3ヵ月)の業績推移）
2.  決算概要

営業利益 推移 四半期営業利益比較（各３ヵ月間）
単位：百万円 単位：百万円

営業利益の予算進捗率は33.8％

業績見通し
比33.8％
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営業利益の増減要因（前年同期比）
2.  決算概要

営業利益増減要因分析（前期比）
単位：百万円

販管費は前年同水準であるものの、営業収益が前年対比で縮小している影響から、
営業利益は前年対比で約30%減少
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事業別営業収益の増減（広告代理店業）
2.  決算概要

広告代理店業 営業収益増減（前第2四半期比）

広告代理店業では前年同期の大型スポット案件分の解約インパクトが大きく、
5%の減収

2Q
概況

✔ 既存案件においては、1件あたりの利益率を
意識したクロスセルの強化を図りつつ、大
型案件の解約抑止に注力

✔ 新規案件は、営業支援ツールを導入し行動
量の底上げと案件数の最大化に注力

✔ 生成AIを活用した制作サービスで新規・既
存の顧客単価の底上げを図る

今後の
見通し

✔ 既存案件においては、前年同期比で案件数
は同水準、1社あたり単価は増加

✔ 新規案件においては、前年同期比で案件数
が伸び悩んでおり、1社あたり単価も前年同
期比で縮小傾向

✔ 他方で、新規案件の1社あたり単価において
は、QoQ（今第1四半期対比）では改善傾
向にあり、前年同期比水準まで回復

広告代理店業

FY2025_2Q FY2026_2Q

100％
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事業別営業収益の増減（ソフトバンク株式会社との協業）
2.  決算概要

ソフトバンク株式会社との協業 営業収益増減（前第2四半期比）

SB協業においてはLINE公式アカウント運用案件の拡大が図れているものの、大
型案件の解約に伴い、前年同期比 3%の減収

2Q
概況

✔ 主要既存案件を中心とした広告予算増額
に向けたアクション強化に加え、新規案
件開拓にも注力していく予定

✔ LINE公式アカウント運用案件は引き続き
案件拡大による増収を目指す

今後の
見通し

✔ SB協業によるミドルTierの収益拡大は図
れているものの、大型案件の解約影響が
主な要因で、前第2四半期(累計)比 -3％
の減収

✔ 他方で、LINE公式アカウント運用案件に
よる収益は前年同期比で約 2.2倍まで拡
大が図れている状況

ソフトバンク株式会社

との協業

FY2025_2Q FY2026_2Q

100％



—11証券コード：7036

事業別営業収益の増減（広告媒体からの受託業務）
2.  決算概要

広告媒体からの受託業務 営業収益増減（前第2四半期比）

広告媒体からの受託業務においてはスポット案件の受託単価の増加により、
前年同期比 +9%の増収

2Q
概況

✔ 3Q以降は、引き続き新規の受託案件獲
得に向けた営業を強化

✔ さらに受託業務領域の拡大に向けた協議
により、3Q以降も前年同期比を上回る
水準を目指す

今後の
見通し

✔ 定常案件は前第2四半期(累計)比で前年
とほぼ同水準で進捗

✔ スポット案件の受託単価は前年対比で大
幅に増加したことにより、前第2四半期
(累計)比で+9%の減収

広告媒体からの

受託業務

FY2025_2Q FY2026_2Q

100％
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貸借対照表
2.  決算概要

(百万円) 前期末 2026年12月期
第2四半期末 前期末比

流動資産 1,830 1,668 △161

内 現預金 567 573 +6

固定資産 504 407 △97

資産合計 2,334 2,075 △259

流動負債 1,382 1,040 △342

固定負債 175 189 ＋14

負債合計 1,558 1,230 △328

純資産 776 845 ＋69

負債・純資産合計 2,334 2,075 △259

（自己資本比率） 33.2％ 40.7％

引き続き安定的な財政状態を維持
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3.  KPI
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KPI概要
3.  KPI

営業利益

営業収益

営業生産性

営業収益÷人件費

社員１名当たり
営業収益

クライアント
１社当たり営業収益

営業収益
÷クライアント企業数 営業収益÷社員数

財
務KPI

事
業KPI

指
数

業績見通し進捗率

実績÷業績見通し

2026年12月期４つのKPI

前期以前より継続して４つのKPIを設定
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1.00 

1.32 
1.38 

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4

FY22 FY23 FY24 FY25 FY26

クライアント１社当たり営業収益

クライアント１社当たり営業収益
3.  KPI

引き続き広告予算の中大型案件獲得に注力、前年同期比で0.06ポイント上昇。

（注）2022年12月期の第２四半期を1.00とした係数で表示
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１社員当たり営業収益・営業生産性
3.  KPI

1社員当たり営業収益、営業生産性ともに前年同期比でそれぞれ0.06ポイント低下

１社員当たり営業収益 営業生産性（営業収益 ÷ 人件費）

1.00

1.32
1.26

Q1Q2Q3Q4Q1Q2Q3Q4Q1Q2Q3Q4Q1Q2Q3Q4Q1Q2Q3Q4

FY22 FY23 FY24 FY25 FY26

1.00 
1.13 1.07 

Q1Q2Q3Q4Q1Q2Q3Q4Q1Q2Q3Q4Q1Q2Q3Q4Q1Q2Q3Q4

FY22 FY23 FY24 FY25 FY26
（注）2022年12月期の第２四半期を1.00とした係数で表示
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業績見通し進捗率
3.  KPI

業績見通しに対して順調に進捗

(百万円) 2026年12月期
通期業績見通し

2026年12月期
第２四半期 進捗率

営業収益（売上高） 1,661 768 46.3％

営業利益 171 57 33.8％

経常利益 185 80 43.7％

当期純利益 136 67 49.1％

通期業績見通しに対する進捗状況
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4.  取組進捗
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成長戦略 － FY2026以降における成長戦略の全体像
4.  取組進捗

2026年5月に開示した中期成長戦略は以下のとおり

コスト構造改革

自社AI活用の徹底による
業務効率化

AX支援 &  SaaSモデル

社内AI基盤の外販と
BPOサービスの本格化

事業共創・協業

AIを軸にした取引先との
新規事業立ち上げ

 広告収益から事業収益への転換

Phase 1 :  FY2026 Phase 2 :  FY2027-2028 Phase 3 :  FY2029-2030

想定される
経営課題

対策

想定される
経営課題

対策

想定される
経営課題

対策

・ガバナンス強化と業務効率化の
バランス
・自社としての独自AI活用におけ
る運用の定着化

・業務別での当社としてのAI活用
における最適解の型作り
・脱属人化を目指した業務体系化
とシステム構築・運用化

・代理店としての介在価値の低下
・主業務の業務変容
（広告代理業からAX支援へ）

・自社でのAI活用方法を顧客向け
にソリューション化
・自社開発したAIプロダクト群を
多角的に販売+個社カスタマイズ
対応としてのBPO支援

・アライアンス構築先の開拓とア
ライアンス座組の要件化
・人材採用の難易度上昇

・AIソリューション販売+AI BPO
を通した顧客開拓力強化、顧客業
務課題とポテンシャル把握
・取引先との事業共創を通じた
DEIの実現
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FY2026成長戦略に対しての進捗
4.  取組進捗

社内でのAX化による生産性向上を目指した取り組みは進行中

コスト構造改革

自社AI活用の徹底による
業務効率化

Phase 1 :  FY2026

想定される
経営課題

対策

・ガバナンス強化と業務効率化の
バランス
・自社としての独自AI活用におけ
る運用の定着化

・業務別での当社としてのAI活用
における最適解の型作り
・脱属人化を目指した業務体系化
とシステム構築・運用化

AI活用推進チーム発足 社内でのAI活用を推進するための組織を設置

2026 Q1

2026 Q2

2026 Q3(予定)

2026 Q4(予定)

社内AX化を踏まえた商品開発 社内AX化におけるAI活用基盤やAI活用ノウハウを活かした上で、AXソリューションの商品化を検討

広告レポート作成業務のAX化 広告レポート作成及び改善案の示唆出しと、配信異常検知アラートに関するAX化を推進予定

広告入稿業務のAX化 広告入稿業務における自動化基盤の作成及び媒体仕様に則った入稿監査エージェントの基盤開発

業務課題アセスメント 全社員向けアンケートによる業務課題の抽出・注力して取り組むべき業務課題カテゴリの特定

広告クリエイティブ制作業務のAX化 広告バナー/広告LP構成案生成エージェントを用いたクリエイティブ制作業務の受注化

広告用ショート動画制作業務のAX化 特にダイレクトレスポンス向けの広告ショート動画の量産化AXを推進予定
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ガバナンス体制強化 － 改善措置の実施進捗
4.  取組進捗

ガバナンス体制強化に関しては改善措置の実施スケジュールどおりに進行中

https://www.jpx.co.jp/listing/measures/improvement-reports/t13vrt000001fi07-att/t13vrt000001fi1n.pdf
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